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倉吉パークスクエア 7月の催し物 ピックアップ倉吉パークスクエア ７月の催し物 ピックアップ★★★★★★★ ★★★★★★★

倉吉未来中心　大ホール

■大谷康子ハートフルコンサート
と　き：７月１０日（木）１８：３０～２０：３０
入場料：全席指定Ｓ席４，０００円、A席３，０００円
　　　　※当日各５００円増
プレイガイド：トミヤ楽器店、倉吉未来中心ほか
※問合せ先：㈱内藤音楽事務所（あ０３―３５５３―７１０１）

■映画「ヘレンケラーを知っていますか」
　バリアフリー上映会
と　き：７月１３日（日）①１１：００～ ②１４：３０～
入場料：大人１，２００（１，５００）円、小人８００（１，０００）
円※（）内は当日料金、小人は小～高校生
プレイガイド：パープルタウン、倉吉未来中心ほか
※障がい者手帳所持者で介助が必要な人についての介助者は無料です

※問合せ先：上映実行委員会事務局 （あ０８５７―３２―６０７０）

倉吉未来中心　小ホール
 

■百花堂ボーカルコンサート　
と　き：７月１３日（日）１４：００～１６：００  
入場料：無料
 ※問合せ先：百花堂声楽教室（あ２２―６８１１）

■倉吉シネマクラブ７月例会「サラエボの花」
と　き：７月２５日（金）１９：００～
２６日（土）①１４：００～②１６：３０～③１９：００～
入場料：会員制（当日入会可）
※問合せ先：倉吉シネマクラブ（あ２３―３６５５）

倉吉交流プラザ

■笑顔・創造・磨きの研修会「四季を楽しむパート１」
と　き：７月９日（水）１９：００～２１：００  
ところ：第１研修室  参加費：１，０００円（会員５００円）
※問合せ先：ちゅうぶレクリエーション協会（あ２６―６６９８）

■たのしいレクリエーション　
と　き：７月１２日（土）①１０：００～ ②  １３：００～
ところ：第１研修室 　参加料：無料（当日受付）
内　容：（午前）バンビーくらぶ（午後）ざ・ちゃれんじ
※問合せ先：生涯学習課（あ２２―８１６７）

■特許情報活用セミナー　
と　き：７月１０日（木）①１０：００～ ②  １３：００～
ところ：情報交流室     
入場料：無料　※要申込、定員１５人
※問合せ先：（社）発明協会鳥取県支部（あ０８５７―５２―６７２８）

■特許情報相談会　
と　き：７月１５日（火）①１３：３０～②１５：００～
ところ：第２研修室　相談料：無料（要申込）
※問合せ先：（社）発明協会鳥取県支部（あ０８５７―５２―６７２８）

※問合せ先：倉吉市立図書館（あ４７―１１８３）

■ハンガリーからの調べ
～２人の優れたハンガリー人音楽家によるジョイントコンサート～

と　き：８月２日（土）１８：００開演
ところ：視聴覚ホール
入場料：一般２，０００円（中学生以下無料）
プレイガイド：はとや楽器、倉吉未来中心ほか
※問合せ先：藤井（あ２２―６７８０）

倉吉未来中心　アトリウムほか

■とっとりのアートスタート２００８  
０，１，２，３歳のためのお芝居　ぴーかぶー
と　き：７月１１日（金）１０：３０～１１：３０
ところ：リハーサル室
参加費：５００円（要事前申込）※４歳以上入場不可
※問合せ先：倉吉おやこ劇場（あ２２―１９４８）

■歯の衛生週間　絵画・ポスター・標語展示　
と　き：７月１１日（金）９：００～１７日（木）１７：００
ところ：アトリウム
 ※問合せ先：鳥取県中部歯科医師会（あ２２―５４７２）

■ミュージックマーケット２００８
と　き：７月１９日（土）１４：００～ ２０日（日）１０：００～
ところ：リハーサル室、アトリウム
入場料：無料（雨音の宴ＳＰライブのみ 2,000 円１ドリンク付）
内　容：ライブイベント／アトリウム展示体験コー
ナー　～音楽に触れ、楽器に触れ、人と交わる～
※問合せ先：同実行委員会（川部）（あ０９０―９４１１―６２５１）

■平成２０年度鳥取県特別支援学校および中部地区小
中学校特別支援学級児童生徒作品展
と　き：７月２６日（土）９：００～２８日（月） １６：００
ところ：アトリウム
※問合せ先：倉吉養護学校（あ２８―３５００）

鳥取二十世紀梨記念館

■「内田規子創作粘土工芸展」　
と　き：７月１９日（土）～８月２４日（日）
■夏休み親子自由研究教室①　
と　き：７月２７日（日）①９：３０～②１４：００～
 ※問合せ先：鳥取二十世紀梨記念館（あ２３―１１７４）

食彩館

■食彩館プチグル通りライブ　
と　き：７月２７日（日）１３：００～
ところ：食彩館休憩室前
※問合せ先：同実行委員会（黒川）（あ２２―６５００）

ふれあい広場

■ＪＡ鳥取中央「第 7回地産地消フェア」
と　き：７月５日（土）８：５０～、６日（日）９：００～
※問合せ先：ＪＡ鳥取中央営農企画課（あ２３―３０１９）

■フリーマーケット「くらよし大市」
と　き：７月２７日（日）９：００～１２：００※毎月最終日曜日開催
※問合せ先：くらよし大市運営委員会（あ０９０―３３７４―００１５）

■噴水タイム　
と　き：７月１９日（土）～８月３１日（日）
　　　　　　１２：００～１６：００※３０分おき、毎日開催
※問合せ先：倉吉交流プラザ（あ４７―１１８１）

倉吉パークスクエアサマーカーニバル２００８
～夏休みは倉吉パークスクエアがおもしろい！～

７～８月の週末は各施設の催しものから目が離せない！

★ふれあい広場の噴水も毎日あがるよ！

サマーカーニバル

サマーカーニバル

サマーカーニバル

サマーカーニバル

サマーカーニバル

サマーカーニバル
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KURAYOSHI MUSEUM
倉吉博物館

　

　
　

展
覧
会
・
展
示
会

《
倉
吉
博
物
館
》
■
第
54
回
倉
吉
市
美
術
展
覧
会
後
期
６
日
ま
で　

■
鳥
取
県

中
央
書
道
連
盟
会
員
作
品
展
11
日
〜
13
日  

■
第
58
回
板
院
展
山
陰
巡
回
展

19
日
〜
８
月
10
日

《
百
花
堂
》
■
三
朝
写
真
倶
楽
部
展
３
日 

■
水
美
会
展
５
日
〜
11
日　

■
渡

辺
法
子
・
油
彩
・
コ
ラ
ー
ジ
ュ
展
13
日
〜
19
日 

■
日
本
画
・
あ
じ
さ
い
の

会
展
21
日
〜
27
日 

■
油
彩
グ
ル
ー
プ
燿
展
29
日
〜
８
月
４
日  

《
民
藝
画
廊
》
■
第
27
回
写
友「
赤
い
く
つ
」写
真
展
７
日
〜
13
日

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
藍（
ベ
タ
ー
ラ
イ
フ 

イ
ド
ガ
キ
内
）》

■
夏
の
面
白
工
作
ア
ー
ト
展
２
０
０
８（
ア
ト
リ
エ
や
ま
と
）26
日
〜
８
月
３
日  

     

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
陸
上
競
技
場
》
■
国
体
予
選
陸
上
大
会
20
日

《
市
営
武
道
館
》
■
国
体
鳥
取
県
予
選
柔
道
大
会
13
日　

 

■
全
国
日
整
少
年
柔

道
鳥
取
県
予
選
大
会
20
日 

《
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
倉
吉
》
■
市
制
55
周
年
記
念
鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ
VS

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
交
流
試
合
６
日　

■
第
90
回
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
記
念
大
会
鳥
取
県
大
会
12
日
〜
20
日　

■
第
５
回
中
国
ろ
う

き
ん
杯
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
県
大
会
26
日
・
27
日　

《
市
営
関
金
野
球
場
》
■
第
10
回
尾
坂
雅
人
旗
争
奪
軟
式
野
球
大
会
６
日
・

13
日
・
20
日　

■
第
40
回
中
国
五
県
軟
式
野
球
県
大
会
12
日　

■
第
５
回

中
国
ろ
う
き
ん
杯
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
県
大
会
26
日　

《
市
営
庭
球
場
》
■
県
民
ス
ポ
レ
ク
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
倉
吉
予
選
会
６
日

《
市
営
多
目
的
広
場
》　

■
中
部
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
６
日

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》
■
中
部
Ｕ
11
新
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
予
選
会
６
日　

■
中
部
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
Ｕ
11
新
人
リ
ー
グ
12
日

《
市
営
体
育
セ
ン
タ
ー
》
■
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
倉
吉

市
予
選
会
21
日　

■古代人の顔

　博物館の展示品の中から古代に暮ら

した人々の表情を紹介します。写真右

は、不入岡の沢ベリ七号墳から出土し

た男性像の人物埴輪です。

　突起の付いた帽子を被り、二つに束

ねた髪を肩まで垂らしてやや身分の高

い男性であることを示しています。鼻高ですが、目尻

が下がり口もやや歪んでいます。顔を上に向け、半開

きの口元からは何かを訴えている声が

聞こえるようです。

　もう一体（写真左）は、小鴨地区（中西）

で発見されたよろいとかぶとを身に付け

た武人像です。顔に朱と緑の色で入れ墨

を描き入れています。前を見据えた目に

は力があり、キリリと引き締まった緊張

感あふれる顔つきをしています。この二体の人物埴輪

の表情を展示室の中で見比べてみてください。

■倉吉市美術展覧会

　後期部門の洋画・版画・彫刻・写真・デザインを

展示しています。

会　期：７月６日（日）まで

■板院展（山陰巡回展）

　日本板画院「第５８回板院展」の山陰巡回展を開催

します。会期中無休です。

会　期：７月１９日（土）～８月１０日（日）
※問合せ先：倉吉博物館（あ 22－4409 ／ い 22－4415)

KURAYOSHI CITY LIBRARY

市立図書館

● せきがね図書館
   おしゃべりひろばオープン
　関金庁舎に隣接するせきがね図書館
に、「おしゃべりひろば」がオープンしま
した。これは、空き室になっていた旧関
金公民館のスペースを、図書館利用者が
くつろげる部屋とし、親子づれや友達同
士が、一緒にゆっくりと本に親しむこと
できる空間として整備したものです。こ
の部屋は読書のほか、幼児や児童の軽

遊戯の場としても活
用もすることができ
ます。また、図書館が計画する読み聞
かせなどの行事も行います。ぜひご利
用ください。

●お天気ひろば in くらよし２００８を
　開催します
　天気の不思議に気象台職員がお答えしま
す。楽しい実験や夏休みの工作、クイズな
ど楽しい催しものがいっぱい！
と　き：７月２６日（土）
　　　　午前１０時～午後３時
ところ：倉吉交流プラザ視聴覚ホール
※問合せ先：鳥取地方気象台総務課（あ 0857－29－1312)

▲沢べり七号
　墳出土

▲中西出土

○ ◇

○ △

□ ◇

○

７月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
7・14・・22・28日は休館日

31日は資料整理休館日

□むかし話をきく会（14：00～）倉
○おはなしかい（14：00～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい（11：00～）倉
△おはなしかい（10：30～）  関

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

が
７
月
４
日
Ц
〜
８
月
２
日
Ч 

　
　

昭
和
の
花
嫁
行
列
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

　
　

全
国
遥
か
な
ま
ち
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展　

　
　

（
９
時
〜
17
時 

赤
瓦
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　

※
問
合
せ
先

：

㈱
赤
瓦
（
あ
２
３―

６
６
６
６
／
い
２
３―

６
６
６
７
）

赤
瓦
イ
ベ
ン
ト
情
報 　

７
月

▲気象庁マスコット
　　「はれるん」

倉吉市立図書館
　あ 47―1183
　い 47―1180
せきがね図書館
　あ/い45―2523
http://www.lib.city.kur
ayoshi.tottori.jp/

サマーカーニバル



2008.7（8）

  

税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成
19
年

度（
平
成
18
年
中
の
所
得
で
算
定
）

か
ら
市
県
民
税
の
税
率
が
上
が

り
、
所
得
税
は
平
成
19
年
分
か
ら

税
率
が
下
が
り
ま
し
た
。

  

平
成
19
年
に
退
職
な
ど
に
よ
り

所
得
が
減
っ
て
、
所
得
税
が
か
か

ら
な
く
な
っ
た
人
は
、
税
源
移
譲

の
税
負
担
の
増
加
の
影
響
の
み
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

減
額
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
平
成
19
年
度
分
の
市
県
民
税

に
限
り
、
税
源
移
譲
前
の
税
率
で

計
算
し
直
し
、
す
で
に
納
付
さ
れ

た
額
と
の
差
額
を
還
付
す
る
減
額

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
人
を
把
握
し
て
、

６
月
に
減
額
申
告
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
告
期
間
内
に
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
確

定
申
告
ま
た
は
、
市
県
民
税
の
申

告
な
ど
を
し
て
い
な
い
人
で
、
該

当
す
る
か
ど
う
か
不
明
な
場
合
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）。

※ 

平
成
19
年
度
市
県
民
税
の
み
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

《市民税》
 税源移譲による市民税の還付についてお知らせします。
※問合せ先：税務課（あ２２―８１１４／い２２―１０８７）

▼
若
者
が
取
得
し
た
新
築
住
宅

  

35
歳
以
下
の
人
が
住
宅
を
新
築
す
る
と
、３

年
間
固
定
資
産
税
の
一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
の
対
象

：

取
得
し
た
翌
年
の
１
月
１
日

現
在
で
35
歳
以
下
の
人（
所
有
者
本
人
や
配

偶
者
な
ど
）
が
平
成
19
年
１
月
２
日
以
後
に

住
宅
を
新
築
、
ま
た
は
建
売
住
宅
を
購
入
し
、

そ
の
住
宅
に
住
民
登
録
が
あ
る
場
合
。
ま
た
、

市
町
村
税
な
ど
の
滞
納
の
な
い
人
。

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
し
た
住
宅

  

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ
た
住
宅

に
つ
い
て
、
改
修
が
完
了
し
た
翌
年
度
の
固

定
資
産
税
の
一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
の
対
象

：

65
歳
以
上
の
人
・
要
介
護
認

定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人
・

障
が
い
の
あ
る
人
が
居
住
す
る
住
宅
で
、
工

事
代
金
が
補
助
金
な
ど
を
除
く
自
己
資
金

30
万
円
以
上
の
も
の
。

▼
省
エ
ネ
改
修
を
し
た
住
宅

  

一
定
の
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
住
宅
に
つ

い
て
、
改
修
が
完
了
し
た
翌
年
度
の
固
定
資

産
税
の
一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
の
対
象

：

窓
の
断
熱
、床
や
天
井
・
壁
の

改
修
工
事
で
、工
事
に
よ
り
現
行
の
省
エ
ネ
基

準
に
新
た
に
適
合
す
る
も
の
。
ま
た
、省
エ
ネ

工
事
に
要
し
た
費
用
が
30
万
円
以
上
の
も
の
。

※ 

耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
左
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

建
物
を
異
動
し
た
と
き
に
は
連
絡
を
！

  

家
屋
を
新
築（
増
築
）し
た
と
き
、
家
屋
の

一
部
や
全
部
を
取
り
壊
し
た
と
き
に
は
、
必

ず
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
建
物
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き
に

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い（
住
宅
を
住
宅
以
外
に

変
更
す
る
な
ど
）。

固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て

  

宅
地
の
評
価
は
、
地
価
公
示
価

格
な
ど（
都
道
府
県
地
価
調
査
価

格
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定

評
価
価
格
を
含
む
）の
７
割
を
目
途

に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

「
７
割
評
価
」に
は
、

▼
公
的
土
地
評
価
の
信
頼
性
の
確
保

▼
全
国
的
な
評
価
の
均
衡
の
確
保

▼ 

過
大
な
評
価
、
不
均
衡
な
評
価

が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か

判
断
し
や
す
く
な
る

な
ど
の
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

A
宅
地
の
評
価
額
は
何
を
基
準
に
算
定
し
て
い
る
の
で
す
か
？

Q１
地
価
の
下
落
に
よ
り
土
地
の
評
価
額
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
毎

年
の
よ
う
に
税
額
が
上
が
る
の
は
ど
う
し
て
？

Q２　

地
域
や
土
地
に
よ
っ
て
評
価
額

に
対
す
る
税
負
担
に
格
差
が
あ
る

（
例
え
ば
同
じ
評
価
額
の
土
地
が

あ
っ
て
も
実
際
の
税
額
が
異
な
る
）

の
は
、
税
負
担
の
公
平
の
観
点
か

ら
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

９
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
こ

の
格
差
を
解
消
し
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

  
こ
の
仕
組
み
は
、
負
担
水
準（
評

価
額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
標
準

額
の
割
合
）
が
高
い
土
地
は
税
負

担
を
引
き
下
げ
た
り
、
据
え
置
い

た
り
す
る
一
方
、
負
担
水
準
が
低

い
土
地
に
つ
い
て
は
段
階
的
に
税

負
担
を
引
き
上
げ
て
い
く
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
地
価

の
下
落
に
よ
り
評
価
額
が
下
が
っ

た
土
地
で
も
、負
担
水
準
が
低
か
っ

た
土
地
は
、
段
階
的
に
税
負
担
が

上
昇
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

A　

新
築
住
宅
は
、
新
築
後
一
定
期

間
は
１
２
０
㎡
ま
で
の
部
分
に
つ

き
固
定
資
産
税
が
２
分
の
１
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
軽
減
期
間
が

終
了
す
る
と
軽
減
部
分
が
な
く
な

る
た
め
固
定
資
産
税
が
高
く
な
り

ま
す
。

〈例〉 
平
成
20
年
度
分
か
ら
軽
減
が
な

く
な
る
家
屋

▼
一
般
の
住
宅（
３
年
間
軽
減
）

平
成
16
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

17
年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築
さ

れ
た
も
の

▼ 

３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
な
ど（
５
年
間
軽
減
）

平
成
14
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

15
年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築
さ

れ
た
も
の

数
年
前
に
新
築
し
た
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
急
に
高
く
な
っ
た
の

は
ど
う
し
て
？

Q３A

《固定資産税・都市計画税》
５月に納税通知書を送付した際にいただいたお問い合わせ、および固定資産税の
減免についてご説明します。
※問合せ先：税務課（あ２２―８１１４／い２２―１０８７）

＜申告期間＞

７月 １日（火）

～

７月３１日（木）

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。
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《夏の交通安全県民運動》
 実施期間：７月８日（火）～１７日（木）の１０日間
※問合せ先：総務課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

【
運
動
の
重
点
推
進
事
項
】

① 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

② 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
統
一
行
動
日
】

　

７
月
15
日（
火
）

「
交
通
安
全
に
皆
で
参
加
す
る
日
」

と「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
日
」 

事故ゼロへ
心をつなごう  
手をつなごう

　倉吉市では、震災に強いまちづくりを目的

に、古い基準で建築された住宅の「耐震診断・改

修設計・耐震改修」にかかる費用を補助し、耐震

化を促進する制度を実施しています。

　建物の耐震化は、そこに住む人や使用する人

の生命・財産を守るために大切なことであり、

地震時の被害の防止にもつながります。

　災害は忘れたころにやってきます。「わが家」

の地震対策は大丈夫ですか？ この事業を活用

し耐震化に努めましょう。

「耐震診断」とは？

住宅やビルが地震に対し安全かどうか、

どの程度被害を受けにくいか、建物の地

震に対する強さを調べるものです。

▼  「倉吉市震災に強いまちづくり促進
事業」概要

①対象建物：一戸建て住宅

②補助要件： 昭和５６年５月３１日以前に建築

されたもの

③補助率：費用の２/ ３を補助

④補助限度額

耐震診断 ５万６千円
（設計図面がない場合は７万２千円）

改修設計 １６万円
耐震改修 １００万円（世帯の収入が月額２６万

8千円以下の世帯の住宅の耐震改修
においては１５０万円）

※上の表の額かつ国の定めた限度額以下です。

▼  耐震改修に係る税制の優遇措置

○所得税

　個人が、平成２０年１２月３１日までに、昭

和５６年５月３１日以前に建築された住宅の耐

震改修を行った場合、当該耐震改修工事に要し

た費用の１０％相当額（２０万円を上限）が所得

税から控除されます。

○固定資産税

個人が住宅の耐震改修工事を行った場合、

固定資産税の一部が減額されます。

減額の対象：昭和５７年１月１日以前から所

在する住宅で、耐震改修の工事費用が３０万

円以上のもの。

《倉吉市震災に強い
まちづくり推進事業》

住宅の耐震診断、耐震改修を支援します。
※問合せ先：景観まちづくり課（あ２２―８１７５／い２２

―８１４０）

  

７
月
８
日（
火
）
か
ら
県
下
一
斉

に
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
の
な
い

安
心
・
安
全
な
倉
吉
市
を
め
ざ
し

て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
時
期
と
な

り
ま
す
。
夏
休
み
に
入
れ
ば
、
子
ど

も
の
屋
外
で
の
行
動
範
囲
が
広
が
り

ま
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
を
は
じ

め
と
す
る
道
路
横
断
者
が
い
る
場
合

は
、一
時
停
止
し
て
道
を
譲
る
な
ど
、

歩
行
者
の
安
全
を
守
る「
思
い
や
り

運
転
」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

  

ま
た
、
高
齢
運
転
者
標
識（
通

称

：

も
み
じ
マ
ー
ク
）
を
付
け
た

車
両
や
高
齢
者（
歩
行
者
・
電
動
車

イ
ス
、
自
転
車
利
用
者
）に
配
慮
し

た
安
全
運
転
に
努
め
、
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
必

ず
、「
高
齢
運
転
者
標
識（
も
み
じ

マ
ー
ク
）」を
表
示
す
る
と
と
も

に
、
運
転
適
性
診
断
な
ど
を
積
極

的
に
受
け
、
自
分
の
運
転
能
力
に

応
じ
た
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

  

薄
暮
れ
の
時
間
帯（
今
の
時
期
は

午
後
６
時
30
分
ご
ろ
）に
は
、
歩
行

者
や
自
転
車
か
ら
の
発
見
遅
れ
を

防
止
す
る
た
め
、
車
両
の
前
照
灯

を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◎
歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
夜
間
外
出

す
る
と
き
は
、
明
る
い
服
装
で
靴

や
持
ち
物
に
反
射
材
を
付
け
て
、

運
転
者
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

  

車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
後
部

座
席
を
含
む
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

  

ま
た
、
乳
幼
児
・
児
童
を
同
乗

さ
せ
る
と
き
は
、
子
ど
も
の
発
育

に
応
じ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
、
交
差

点
な
ど
で
は
一
時
停
止
を
確
実
に

行
い
、
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

  

特
に
、
二
人
乗
り
、
傘
差
し
、

携
帯
電
話
使
用
な
ど
で
の
走
行
は
、

危
険
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
点
検
と

整
備
を
行
い
、
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、

自
転
車
の
側
面
に
も
反
射
材
用
品

を
取
り
付
け
、
夕
暮
れ
時
か
ら
早

め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◎「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
、
大
丈
夫
」

「
も
う
さ
め
た
だ
ろ
う
」
な
ど
の
甘

い
考
え
は
や
め
て
、
お
酒
を
飲
ん

だ
ら
絶
対
に
運
転
し
な
い
、
車
を

運
転
す
る
人
に
は
、
お
酒
を
勧
め

な
い
な
ど
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
運
転
者
標
識
の
表
示
を

  

「
道
路
交
通
法
」
の
一
部
改
正
が

６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
75
歳

以
上
の
運
転
者
は
、
高
齢
運
転
者

標
識（
も
み
じ
マ
ー
ク
）
を
表
示
す

る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

必
ず
表
示
し
ま
し
ょ
う
。

  

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
運
転
者

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
表
示
に
努

め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
高
齢
運
転
者
標
識
を
表

示
し
ま
し
ょ
う
。

  

鳥
取
県
交
通
安
全
協
会
倉
吉
地
区

協
会
で
は
、
こ
の
標
識
を
斡
旋
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

倉
吉
地
区
協
会

（
倉
吉
警
察
署
内
）（
あ
２
６―

７
１
１
５
）
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住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料

の
無
料
化
に
つ
い
て

　

７
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月

31
日
の
間
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
手
数
料
を
無
料
に
し
ま

す
。
写
真
付
は
身
分
証
明
書
や
国

税
電
子
申
告（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
に
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の

：

官
公
署
が
発

行
し
た
顔
写
真
付
の
免
許
証
・
許

可
証
・
資
格
証
明
書（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
免
許
証
な
ど
が
な
い
場
合
は
、
申

請
書
を
受
付
け
次
第
照
会
書
を
郵
送

し
て
本
人
確
認
を
し
ま
す（
カ
ー
ド

の
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
）。

※
問
合
せ
先

：

市
民
課（
あ
２
２―

８
１
５
５
／
い
２
２―

２
９
５
４
）

小
口
融
資
審
査
委
員
会
開

催
変
更
に
つ
い
て

　

昨
年
度
ま
で
、
８
月
と
12
月
は
、

小
口
融
資
審
査
委
員
会
を
２
回
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
他

の
月
と
同
じ
よ
う
に
１
回
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
時
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
中
小
企
業
小
口
融
資

【
融
資
対
象
者
】従
業
員
20
人（
商
業
、サ
ー

ビ
ス
業
５
人
）以
下
の
小
規
模
企
業
者

【
融
資
期
間
】運
転
資
金
５
年
以
内
／
設

備
資
金
７
年
以
内

【
融
資
限
度
額
】
１
，２
５
０
万
円
（
た

だ
し
既
保
証
含
め
た
保
証
債
務
残
高

１
，
２
５
０
万
円
以
下
）

【
融
資
利
率
】年
１
．９
５
％（
変
動
金
利
）

【
保
証
料
率
】年
０
．５
％
〜
１
．２
３
％

【
保
証
人
】法
人
代
表
者
以
外
は
原
則

不
要

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
商
工
会
議
所（
あ

２
２―

２
１
９
１
）
ま
た
は
商
工
観
光

課（
あ
２
２―

８
１
２
９
／
い
２
２―

８
１
３
６
）

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
31
日

現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
〜
４

人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象

に
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
〜
４
人
規
模

事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時

間
お
よ
び
労
働
者
数
の
動
向
を
都

道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る
大
切

な
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
の
事
業
所
に
は
、
７

月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て

調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
し
た
内
容
は
統
計
を

作
る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
ま
す
の

で
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
統
計
課（
あ

０
８
５
７―

２
６―

７
１
０
９
）

裁
判
員
制
度
広
報
用
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

　

裁
判
員
制
度
の
広
報
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
に

な
り
た
い
場
合
は
、
団
体
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
貸
出
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

「
審
理
」（
映
画
60
分
）

「
総
務
部
総
務
課
山
口
六
平
太
裁
判

員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
じ
め
ま
す
！
」

（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
23
分
）

※
問
合
せ
先

：

総
務
課（
あ
２
２―

８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

カ
ラ
ス
の
一
斉
駆
除
を
実

施
し
ま
す

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
果
樹
園
な
ど
へ

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
カ
ラ
ス
の
一

斉
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
駆
除
実
施

当
日
は
午
前
８
時
30
分
ご
ろ
ま

で
、
山
や
果
樹
園
な
ど
に
近
寄
ら

な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

と　

き

：

７
月
20
日（
日
）・
８
月

17
日（
日
）
日
の
出
よ
り
約
２
時
間

程
度

※
問
合
せ
先

：

農
林
課（
あ
２
２―

８
１
５
７
／
い
２
３―

９
１
０
０
）

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

　５８回目を迎える今年の運動の重点目標は、「犯
罪・非行の防止と更生の援助のため、地域住民の
理解と参加を求める」です。
　倉吉市でも全市的に推進するため、７月を強調
月間として、運動を展開します。
　市内の関係機関、団体の連携を推進し、地域に根ざ
した幅広い活動を展開することでお互いに支えあい、
安全で安心して暮らせる明るい地域づくりを進めます。
　少年の非行を一人ひとりの身近な問題としてと
らえ、学校、家庭、地域社会がそれぞれの立場で
協力し合いながら、犯罪のない明るい社会を作っ
ていくことを目標に活動します。

【月間の主な行事】
◇ 7月１日（火）・倉吉駅前早朝ビラ配布
　　　　　　　　午前７時から１時間程度
　　　　　　　・広報車による市内広報
◇ 7月 27 日（日）午前１０時～
　　　　　　　  ・フリーマーケット、ビデオ上映など
　　　　　　  ところ：倉吉未来中心アトリウム　
※問合せ先：総務課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

「社会を明るくする運動」強調月間です
～防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り～

今月の福祉補聴器相談会今月の福祉補聴器相談会
日時：7月23日（水）AM10：00～12：00
場所：市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所

相談会は、毎月第四水曜日です。

～有料広告募集中～

【大きさ】

縦5cm×横18cm（１号広告）

縦5cm×横 9cm（２号広告）

縦5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回




